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小
規
模
事
業
者
へ
の
事
業
継
続
力
強
化

支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
事
業
継
続
リ
ス

ク
の
啓
発
か
ら
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
習
熟
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
開

催
し
ま
し
た
。

１
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
計
画
策
定
の
動
機

事
業
継
続
力
強
化

支
援
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
開
催

事
業
継
続
力
強
化

支
援
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
開
催

事
業
継
続
力
強
化

支
援
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
開
催

県連

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
９
月
��
日
㈬

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、「
令
和
３
年
度
商
工

会
監
事
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
商
工
会
組
織
に
お
け
る
監

事
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
本
年
度
の
役
員
改
選
に

よ
り
新
任
と
な
っ
た
監
事
を
含
め
、
各
商
工

会
の
監
事
��
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、「
監
事
の
職
務
と
役
割
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会
組
織

支
援
課
の
皆
川
洋
平
課
長
か
ら
商
工
会
に

お
け
る
過
去
の
不
祥
事
事
例
、
全
国
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
商
工
会
の

役
割
及
び
監
事
の
職
務
と
役
割
を
説
明
し

た
う
え
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
商
工
会
の
伴
走

型
支
援
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、
��
年

ぶ
り
に
全
国
の
商
工
会
員
数
が
増
加
し
た
。

会
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
監
査
を

通
し
て
商
工
会
の
適
正
運
用
を
行
う
た
め

に
は
監
事
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。

続
い
て
、

「
県
連
の
商

工
会
運
営
適

正
化
へ
の
取

り
組
み
に
つ

い
て
」
と
題

し
て
、
県
連

の
遠
山
事
務

局
長
か
ら
平

成
��
年
度
に

広
島
県
で
生

じ
た
不
祥
事
に
対
応
し
て
改
善
計
画
を
作

成
し
、
毎
年
商
工
会
に
対
し
て
監
査
を
実
施

し
て
い
る
旨
を
説
明
し
、
三
上
組
織
支
援
課

長
か
ら
商
工
会
へ
の
監
査
は
「
監
査
室
」、

「
特
別
相
談
室
」
と
変
遷
し
な
が
ら
行
っ
て

お
り
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
商
工
会
支
所
を

重
点
的
に
監
査
し
て
い
る
旨
を
報
告
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
商
工
会
監
事
が
行
う
自
主

監
査
に
つ
い
て
、
広
島
県
商
工
会
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

用
い
て
主
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
崎
経
営
支
援
課
長
か
ら
商
工
会

業
務
見
直
し
の
指
針
と
し
て
、
平
成
��
年
度

か
ら
受
託
事
業
・
地
域
振
興
事
業
評
価
実
施

要
領
を
策
定
し
て
お
り
、
本
要
領
を
運
用
し

て
い
る
商
工
会
で
は
受
託
事
業
の
削
減
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
積
極
的
な

運
用
に
つ
い
て
も
依
頼
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
改
め
て
商
工
会
の
役

割
と
監
事
の
職
責
の
大
き
さ
を
確
認
で
き

た
」
と
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の

監
事
の
職
務
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
の
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

「
令
和
３
年
度

   
商
工
会
監
事
研
修
会
」

                        

開
催

「
令
和
３
年
度

   
商
工
会
監
事
研
修
会
」

                        

開
催

「
令
和
３
年
度

   
商
工
会
監
事
研
修
会
」

                        

開
催

県
連ＷＥＢで説明する全国商工会連合会

組織支援課　皆川洋平課長

付
け
と
な
る
事
業
継
続
リ
ス
ク
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
を
９
月
��
日
㈪
、
９
月
��
日
㈪
に
同
内

容
で
２
回
開
催
し
ま
し
た
（
計
��
事
業
者

参
加
）。
講
師
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
ベ
リ
タ
ス
㈱

代
表
取
締
役
で
あ
る
松
井
裕
一
朗
氏
に
務

め
て
い
た
だ
き
、
自
社
を
守
る
た
め
の
事
業

継
続
リ
ス
ク
対
応
、
マ
ン
パ
ワ
ー
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
保
の
必
要
性
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
具
体
的
な
策
定
方

法
が
主
な
内
容
と
な
る
事
業
継
続
力
強
化

計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
９
月
��
日
㈫
、
��
月

４
日
㈪
に
同
内
容
で
２
回
開
催
し
ま
し
た

（
計
��
事
業
者
参
加
）。
講
師
は
㈲
エ
ー
ケ
ン

テ
ッ
ク
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
江
川
雅
典

氏
に
務
め
て
い
た
だ
き
、
事
業
継
続
力
強
化

計
画
の
概
要
か
ら
策
定
の
メ
リ
ッ
ト
、
申
請

の
流
れ
、
策
定
す
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
や

必
要
な
書
類
、
策
定
方
法
に
つ
い
て
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
事
業
者
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
セ
ミ
ナ
ー
内
容
に
つ
い
て
��
％
以
上
の

参
加
者
が
満
足
と
い
う
回
答
と
な
り
、
事
業

講師　ミネルヴァベリタス（株）代表取締役　松井裕一朗氏
によるオンラインセミナーの様子
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継
続
力
強
化
計
画
の
必
要
性
は
認
識
い
た

だ
い
た
も
の
の
、「
策
定
に
向
き
合
う
こ
と

が
困
難
」、「
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
ん
で

よ
い
か
悩
ま
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
上
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

を
通
じ
て
参
加
事
業
者
に
事
業
所
毎
の
危

険
度
診
断
を
提
供
し
、
自
社
の
自
然
災
害
リ

ス
ク
を
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
専
門
家

派
遣
を
活
用
し
、
計
画
策
定
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
で
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
は
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
優
先
順
位
が
低
く
、
な

か
な
か
着
手
で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
ま
す
が
、
商
工
会
が
事
業
計
画
策
定
か
ら

認
定
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援
す
る
こ
と
で
、

小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
力
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
７
月

��
日
㈫
、
東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら

に
お
い
て
「
第
��
回
商
工
会
青
年
部
主
張

発
表
広
島
県
大
会
」
及
び
「
令
和
３
年
度
第

２
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
各
地
域
の
厳

し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
芸
南
地
域
代
表

の
桑
田
徹
也
さ
ん
（
江
田
島
市
商
工
会
青

年
部
）、
芸
北
地
域
代
表
の
石
井
祐
一
さ
ん

（
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
）、
中
央
地
域
代

表
の
森
川
諭
さ
ん
（
黒
瀬
商
工
会
青
年

部
）、
備
南
地
域
代
表
の
橋
本
和
美
さ
ん

講師
（株）グロウアップ代表取締役　西前好朗氏

「
令
和
３
年
度
第
２
回
商
工
会
青
年
部
研
修

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
㈱
グ
ロ
ウ

ア
ッ
プ
代
表
取
締
役
の
西
前
好
朗
氏
を
お

招
き
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
か
ら
事
業
活
動
や
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
青
年
部
員
は
も

と
よ
り
、
事
業
所
の
従
業
員
や
家
族
も
大
小

様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
あ
り
青
年
部
員
は
熱
心
に

講
演
を
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
は
、
例
年
、
懇
親
会
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施

で
き
な
い
た
め
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
青
年
部
の
姿
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
各
地
域
協
議
会
が
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成

し
会
場
で
放
映
し
ま
し
た
。

放
映
後
は
、
そ
の
場
で(

PPHMF

フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
一
番
参

考
と
な
っ
た
地
域
協
議
会
と
し
て
選
ば
れ

た
芸
北
地
域
協
議
会
に
は
、
上
田
会
長
よ
り

黒
瀬
町
の
地
酒
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

県
青
連

「
第
27
回
商
工
会
青
年
部

　
　
　
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」及
び

「
令
和
３
年
度
第
２
回

　
　
　
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」開
催

「
第
27
回
商
工
会
青
年
部

　
　
　
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」及
び

「
令
和
３
年
度
第
２
回

　
　
　
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」開
催

（
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部
）、
備
北
地

域
代
表
の
宮
田
正
重
さ
ん
（
東
城
町
商
工

会
青
年
部
）
の
５
名
。
発
表
者
た
ち
は
、
緊

張
し
な
が
ら
も
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
感
じ

た
地
域
へ
の
思
い
、
仲
間
へ
の
思
い
、
家
族

へ
の
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
精

一
杯
語
り
ま
し
た
。

今
回
の
主
張
発
表
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
県
大
会
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の

開
催
と
な
り
、
備
南
地
域
代
表
の
橋
本
和
美

さ
ん
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
出
場
し
、
今
大
会
の
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
た
「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
で
き
る
！
」
が
見
事
に
実
現
さ
れ
ま

し
た
。

甲
乙
つ
け
難
い
主
張
発
表
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
中
、
黒
瀬
商
工
会
青
年
部
の
森
川
諭

さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会

青
年
部
の
橋
本
和
美
さ
ん
が
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

今
回
初
の
審
査
委
員
長
を
務
め
た
中
国

新
聞
社
報
道
セ
ン
タ
ー
経
済
担
当
部
長
の

寿
山
晴
彦
氏
は
、
森
川
さ
ん
に
つ
い
て
「
表

情
も
良
く
、
内
容
が
と
て
も
充
実
し
て
い

た
。」
と
評
価
し
、「
内
容
の
中
に
地
域
性
を

盛
り
込
む
と
さ
ら
に
良
い
発
表
と
な
る
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
中
四
国
大
会
に
向

け
て
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
と
審
査
結
果
の
間
に
は

最優秀賞の森川さんと中央地域協議会の青年部員

広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ
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し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

広
島
県
か
ら
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
森

川
さ
ん
で
�
人
目
と
な
り
、
昨
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
主
張
発
表
大
会
は
中
止
と

な
っ
た
も
の
の
、
平
成
��
年
度
、
令
和
元
年

度
に
引
き
続
き
�
大
会
連
続
の
快
挙
で
す
。

初
め
て
の
奉
納
を
終
え
た
松
井
会
長
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
県
内
外
の
多
く
の
女

性
部
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
沢
山
の

折
り
鶴
が
届
き
ま
し
た
。
皆
様
の
代
表
と
し

て
、
世
界
の
平
和
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
を
祈
り
な
が
ら
奉
納
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
女
性
連
で
は
、
今

後
も
折
り
鶴
奉
納
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
県
内
外
の
多
く

の
女
性
部
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今

年
度
も
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
県
女
性
連
で
は
次
年
度
以
降
も
変

わ
る
こ
と
の
な
い
平
和
へ
の
祈
り
を
届
け

て
い
き
ま
す
。

最優秀賞の森川諭さん（黒瀬商
工会青年部）

９
月
��
日
㈭
、
県
女
性
連
の
正
副
会
長
４

名
が
、
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、『
原
爆
の

子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
平
成
７
年
の
開
始

以
降
、
��
年
に
わ
た
り
毎
年
欠
か
す
こ
と
な

く
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

も
関
わ
ら
ず
、
広
島
県
内
商
工
会
女
性
部
と

中
国
地
方
・
四
国
地
方
８
県
の
女
性
部
員
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今

年
も
４
万
３
千
羽
の
折
り
鶴
が

集
ま
り
ま
し
た
。
想
い
の
こ

も
っ
た
千
羽
鶴
を
大
切
に
抱
え

な
が
ら
、
一
束
ず
つ
丁
寧
に
折

り
鶴
ブ
ー
ス
に
吊
る
し
て
い
き

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
年
間
、
県
女
性

連
副
会
長
と
し
て
本
事
業
に
参

加
し
、
今
年
度
会
長
に
な
っ
て

『
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

『
原
爆
の
子
の
像
に

   

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』を
実
施

〜
想
い
の
こ
も
っ
た

　
　約
４
万
３
千
羽
を
奉
納
〜

県女性連

千羽鶴を奉納する県女性連正副
会長

広
島
県
代
表
の
森
川
諭
さ
ん
は
、
�
月
��

日
㈬
に
鳥
取
県
青
連
主
催
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
「
令
和
�
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会

鳥
取
大
会
」
に
出
場
。
中
四
国
�
県
の
強
豪

と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
見
事
、
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
��
月
�
日
㈫
に
全
青
連
開
催
に
よ
る

「
令
和
�
年
度
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
全

国
大
会
」
に
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

で
も
最
優
秀
賞
！

森
川
さ
ん
全
国
大
会へ
！



−   −�

広島県商工連会報　令和3年11月1日　VOL.393

私
は
、
会
員
さ
ん
か
ら
、
ど
ん
な
小
さ

な
事
で
も
聞
き
や
す
い
身
近
な
存
在
で
い

る
こ
と
、
ま
た
、
気
負
わ
ず
、
ど
ん
な
事

で
も
ま
ず
商
工
会
に
、
南
に
相
談
し
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
存
在
で
い
る

こ
と
を
入
職
以
来
、大
切
に
し
て
い
ま
す
。

経営支援事例紹介経営支援事例紹介

商工会の経営指導や役割に対するニーズが多様化す
るなか、これまで以上に経営指導員の伴走型支援が
求められるようになっています。ここでは、広島県内
の各商工会が近年行った支援事例を紹介します。

各地で経営指導員が奮闘中！

商工会は商工会は

各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！
行きます

聞きます 提案
します

今
回
は
、
そ
ん
な
私
が
、
日
々
い
た
だ
く

相
談
の
中
で
、
雇
用
環
境
改
善
に
取
り
組

ん
だ
、
Ａ
社
（
福
山
市
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
）
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
支
援
の
経
緯

Ａ
社
は
、
事
業
承
継
後
��
年
間
、
独
自

の
経
営
戦
略
に
よ
り
売
上
高
��
億
円
台
を

推
移
し
、
管
内
繊
維
事
業
者
の
中
で
は
安

定
し
て
い
る
企
業
で
す
。

あ
る
日
、そ
の
Ａ
社
社
長
の
奥
様
か
ら
、

「
な
～
ん
か
最
近
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
思
い
が

あ
る
ん
よ
、
聞
い
て
も
ら
え
ん
か
な
？
」

と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
す
ぐ
に
来
館
い
た
だ
き
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

そ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
の
原
因
は
「
社
員
の
働
く

姿
勢
と
社
内
体
制
」
の
こ
と
と
分
か
り
ま

し
た
。
お
話
を
聞
い
た
実
態
で
は
、
社
風

が
良
い
意
味
で
「
お
お
ら
か
」、「
自
由
」

で
あ
る
も
の
の
、
反
面
、
勤
怠
、
労
務
管

理
等
の
ル
ー
ル
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
奥
様
の
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た

思
い
の
背
景
に
は
、「
世
間
で
は
働
き
方

改
革
と
か
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
う
ち

は
付
い
て
い
け
て
る
の
？
」、「
少
し
ル
ー

ル
が
必
要
な
の
で
は
？
」
と
将
来
に
向

か
っ
た
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
る
も
の
と

捉
え
ま
し
た
。

奥
様
は
、
同
調
す
る
私
の
姿
に
安
心
さ

れ
た
様
子
で
、「
こ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
お
か
し

く
な
い
よ
ね
。」、「
こ
の
機
会
に
キ
ッ
チ

リ
し
た
い
。」
「
南
さ
ん
支
援
し
て
！
」

と
、
伝
え
ら
れ
、
伴
走
し
て
の
支
援
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

働
き
た
い
、働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て
！

〜
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
雇
用
環
境
改
善
支
援
〜

支
援
テ
ー
マ

福
山
北
商
工
会

主
任

南

夕
佳
里

令
和
３
年
度
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

最
優
秀
事
例

1

支
援
事
例
そ
の
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₃
．
目
標
と
課
題

私
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
、
Ａ
社

は
「
長
年
い
い
意
味
で
の
“
自
由
さ
”
と

“
成
果
主
義
”
で
バ
ラ
ン
ス
」
を
取
ら
れ

た
企
業
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
と
捉
え
、
改

善
整
備
を
す
る
に
し
て
も
、
ガ
チ
ガ
チ
に

ル
ー
ル
を
押
し
付
け
て
社
員
さ
ん
の
士
気

を
失
わ
な
い
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
社
長
と
奥
様
に
、
事
業
を
持
続

し
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の

企
業
は
、「
雇
用
の
維
持
と
創
出
」
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

結
果
、
社
長
と
奥
様
と
と
も
に
、『
働

き
た
い
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
！
』

を
目
標
と
し
て
、
雇
用
環
境
課
題
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

₄
．
支
援
策

い
よ
い
よ
課
題
改
善
の
支
援
で
す
。
次

の
と
お
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し

た
。

①
現
行
の
就
業
規
則
の
把
握

社
長
と
奥
様
に
改
善
点
と
検
討
し
て
い

た
だ
く
点
を
簡
単
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
ま
ず
私
自
身
が
現
況
と
現

行
の
就
業
規
則
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。

【
私
か
ら
の
改
善
点
の
提
案
】

・
社
員
へ
有
休
制
度
に
つ
い
て
説
明
、
周

知
を
図
る
。

・
職
場
離
脱
、
遅
刻
・
早
退
・
欠
勤
は
書

面
で
休
暇
申
請
を
行
う
。

・
有
休
管
理
簿
を
作
成
し
、
社
員
自
身
が

自
分
の
有
休
取
得
状
況
が
わ
か
る
様
に

見
え
る
化
す
る
。

・
有
休
５
日
取
得
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、

土
曜
日
の
勤
務
時
間
を
半
日
に
す
る
。

₂
．
現
状
把
握

ま
ず
は
、
現
状
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
す
。

Ａ
社
は
、
実
績
や
成
果
を
求
め
る
厳
し
さ

が
あ
る
反
面
、
や
は
り
い
い
意
味
で
の

「
自
由
さ
＝
社
員
の
意
思
を
尊
重
す
る
」

文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
問
題
は
、
雇
用
環

境
に
つ
い
て
ま
で
、
こ
の
「
自
由
さ
」
の

文
化
が
浸
透
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で

し
た
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
の
雇
用
環
境
の
実
態
】

①
土
曜
日
は
出
荷
が
終
わ
る
と
社
長
の
一

声
で
「
業
務
終
了
」
と
な
る
こ
と
が
慣

例
化
し
て
い
る
。

②
私
用
の
職
場
離
脱
を
「
口
頭
連
絡
」
す

る
だ
け
で
良
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

（
有
休
制
度
の
利
用
な
し
。
給
与
控
除

無
し
）。

③
有
休
制
度
等
の
ル
ー
ル
が
浸
透
し
て
い

な
い
。（
こ
の
ま
ま
で
は
、
働
き
方
改

革
の
年
５
日
有
給
休
暇
取
得
義
務
の
ク

リ
ア
が
難
し
い
。）

④
土
曜
日
は
、
営
業
会
議
と
し
て
必
要
な

時
間
で
あ
る
た
め
、
土
曜
の
休
み
が
増

え
す
ぎ
る
の
は
良
く
な
い
。

⑤
就
業
規
則
は
あ
る
が
、
労
使
と
も
に
把

握
・
活
用
が
出
来
て
い
な
い
。

福山北商工会　南夕佳里主任

【
社
長
と
奥
様
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
た

点
と
打
ち
出
し
た
方
針
】

・
勤
務
時
間
→
平
日
９
時
～
��
時
（
う
ち

��
～
��
時
休
憩
）・
土
曜
９
時
～
��
時

・
有
休
の
取
得
単
位
（
時
間
・
半
日
・
１

日
）
→
時
間
単
位
取
得
と
す
る

・
有
休
の
起
算
日
→
４
月
１
日
を
起
算
日

と
す
る

②
有
休
制
度
と
働
き
方
改
革
関
連
法
に
つ

い
て

資
料
を
も
と
に
働
き
方
改
革
関
連
法
に

つ
い
て
説
明
し
、
義
務
付
け
で
あ
る
年
５

日
有
休
の
確
実
な
取
得
に
対
す
る
方
策
と

し
て
、
一
斉
付
与
日
を
設
け
る
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。

③
社
内
回
覧
板
の
作
成
・
周
知

一
斉
付
与
日
も
含
め
た
有
休
制
度
の
導

入
に
あ
た
り
、
社
員
に
周
知
さ
せ
る
た
め

社
内
回
覧
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

④
当
会
主
催
の
伴
走
型
事
業
「
雇
用
環
境

改
善
セ
ミ
ナ
ー
」
の
活
用

標
記
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
専
門
家
か
ら
就
業
規
則
の
重
要
性
や

労
働
基
準
法
遵
守
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

⑤
専
門
家
に
よ
る
個
別
支
援

専
門
家
に
Ａ
社
の
改
善
し
た
い
内
容
を

伝
え
、
土
曜
日
の
勤
務
時
間
を
半
日
と
す

る
た
め
等
の
就
業
規
則
の
改
正
と
繁
閑
に

対
応
す
る
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

の
採
用
、
三
六
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
作

成
支
援
し
ま
し
た
。

⑥
有
休
管
理
簿
の
作
成
・
デ
ー
タ
提
供

₅
．
支
援
の
成
果

支
援
の
成
果
と
し
て
、
就
業
規
則
の
改

正
及
び
労
働
時
間
を
半
日
と
し
た
土
曜
日

を
有
休
の
一
斉
付
与
日
と
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
有
休
５
日
取
得
の
達
成
と
翌
年

（
２
０
２
０
年
度
）
の
就
労
計
画
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
現
行
の
実
労
働
時
間
を

ほ
ぼ
維
持
し
た
ま
ま
、
年
休
５
日
取
得
等

の
労
基
ル
ー
ル
を
ク
リ
ア
す
る
体
制
に
導

け
た
も
の
で
す
。

ま
た
何
よ
り
の
成
果
は
、
Ａ
社
の
こ
れ

ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
労
務
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
整
理
し
、
周
知
し
た
こ
と
に
よ
り
、

社
員
さ
ん
に
は
規
則
遵
守
の
意
識
が
高
ま

り
、
会
社
と
し
て
は
社
会
（
外
部
）
に
向

け
て
労
務
管
理
等
法
令
遵
守
の
し
っ
か
り

し
た
会
社
と
し
て
自
ら
を
誇
れ
る
企
業
と

な
っ
た
こ
と
で
す
。

実
際
、
社
会
の
評
価
の
一
つ
と
し
て
、

今
年
度
は
、
創
業
以
来
、
初
め
て
数
名
の

学
生
が
会
社
見
学
に
来
ら
れ
、
採
用
試
験

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

モ
ヤ
モ
ヤ
を
な
く
し
た
結
果
、
大
き
な

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

₆
．
最
後
に
（
Ａ
社
か
ら
の
声
）

支
援
を
終
え
て
、
社
長
よ
り
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
会
社
を
今
ま

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
営
業
ル
ー
ト
に
よ

り
経
営
戦
略
を
図
っ
て
事
業
を
大
き
く
し

て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
労
働
基
準
法

を
学
ぶ
機
会
も
社
内
の
労
務
環
境
を
整
備

す
る
き
っ
か
け
も
な
か
っ
た
の
で
、
体
制

を
見
直
す
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で

す
。
今
回
の
支
援
の
お
か
げ
で
自
信
を

持
っ
て
会
社
見
学
へ
来
た
学
生
に
当
社
の

説
明
を
行
え
ま
し
た
！
若
者
雇
用
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
せ
ま
し
た
！
」

奥
様
と
は
、
今
も
よ
く
お
話
し
し
ま
す

が
、
そ
の
中
で
「
社
員
が
休
暇
申
請
を
出

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ッ
キ
リ

し
て
い
ま
す
。」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
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︿
事
業
再
構
築
補
助
金
事
業
の
概
要
﹀

１
８
９
７
年
創
業
の
東
広
島
市
安
芸
津

町
の
牡
蠣
仲
卸
及
び
加
工
品
製
造
業
で

す
。現
在
の
主
な
事
業
は
卸
販
売
で
す
が
、

地
元
安
芸
津
の
牡
蠣
を
使
用
し
た
自
社
開

発
の
牡
蠣
加
工
品
「
牡
蠣
せ
ん
べ
い
」

「
牡
蠣
オ
イ
ル
漬
け
」
等
も
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
県
内
の

主
要
百
貨
店
や
土
産
品
店
等
で
の
店
舗
や

ギ
フ
ト
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
な
ど
、

取
引
先
か
ら
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
自
社
工
場
内
に
惣
菜
製

造
場
を
設
置
し
て
、
牡
蠣
及
び
瀬
戸
内
の

「
経
営
革
新
」

〜
贅
沢
牡
蠣
総
菜
の
開
発・販
売
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
中
食
市
場
へ
の
新
規
参
入
〜

支
援
テ
ー
マ有

限
会
社

マ
ル
イ
チ
商
店

安
芸
津
町
商
工
会

事
業
再
構
築
補
助
金
事
業
活
用
事
例

２

支
援
事
例
そ
の

場
を
狙
い
、
湯
せ
ん
や
電
子
レ
ン
ジ
で
の

加
熱
等
で
簡
単
に
調
理
で
き
る
惣
菜
を
製

造
販
売
し
、
当
社
の
主
力
事
業
に
育
成
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
当
面
は
、
牡
蠣
を
中
心
と
し
た

惣
菜
の
開
発
・
販
売
を
行
い
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
、
長
年
安
芸
津
町
に
て
仲
卸
業

を
営
ん
で
い
る
と
い
う
強
み
を
活
か
し
、

牡
蠣
以
外
の
瀬
戸
内
の
食
材
を
使
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。

（
安
芸
津
町
商
工
会

課
長

渡
川
誠
之
）

牡
蠣
せ
ん
べ
い
等
の
商
品
ブ
ラ
ン
ド
力

が
向
上
し
、
広
島
空
港
や
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
で

魚
介
を
使
用
し
た
惣
菜
を
製
造
販
売
す
る

こ
と
に
よ
り
、
当
社
に
お
い
て
は
初
と
な

る
中
食
市
場
へ
参
入
し
ま
す
。
ま
た
、
補

助
事
業
期
間
終
了
後
に
は
、
製
造
部
門
の

売
上
が
卸
売
部
門
を
上
回
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
本
事
業
に
よ
り
当
社
は
「
業
種
転

換
」
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︿
応
募
の
経
緯
﹀　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
に

よ
り
、
土
産
品
店
や
百
貨
店
等
の
小
売
業

や
飲
食
店
向
け
の
当
社
売
上
は
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
土
産
品

や
ギ
フ
ト
中
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
脱
却

し
、
日
常
的
に
ご
購
入
い
た
だ
け
る
中
食

市
場
に
参
入
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
以

前
か
ら
検
討
し
て
い
た
惣
菜
製
造
事
業
に

本
格
的
に
参
入
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
後

継
者
で
あ
る
柏
迫
一
正
専
務
を
中
心
に
事

業
計
画
を
作
成
し
、
事
業
再
構
築
補
助
金

に
応
募
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
計
画
作
成
に
際
し
て
は
、

安
芸
津
町
商
工
会
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

︿
事
業
の
効
果
﹀　　

惣
菜
製
造
場
の
稼
働
は
来
春
を
予
定
し

て
お
り
、
現
在
は
機
械
設
備
の
仕
様
の
調

査
、
製
造
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作
成
、
見
積

書
の
取
得
等
の
準
備
を
す
す
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
外
食
の
機
会
が
減
少
し
て
い

る
一
方
、
百
貨
店
や
食
品
ス
ー
パ
ー
、
弁

当
店
や
惣
菜
販
売
店
に
て
、
自
宅
で
の
食

事
用
に
ち
ょ
っ
と
良
い
惣
菜
を
購
入
す
る

お
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
収
束
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
事
業
で
は
こ
の
よ
う
な
（
中
食
）
市

○
事
業
者
様
か
ら
の
声

○
商
工
会
の
支
援
担
当
者
か
ら

牡蠣と瀬戸内魚介のアヒージョ 牡蠣のリゾット

今
回
の
支
援
の
き
っ
か
け
は
、
奥
様
か

ら
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ

た
こ
と
で
し
た
。
多
く
の
事
業
者
、
会
員

さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
、
漠
然
と
し
た
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
、「
相
談
し
て
も
お
か

し
く
な
い
こ
と
？
」
「
伝
え
て
も
仕
方
な

い
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、「
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
聞
き

や
す
い
身
近
な
存
在
で
い
る
こ
と
」、「
気

負
わ
ず
、ど
ん
な
事
で
も
ま
ず
商
工
会
に
、

南
に
相
談
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
存
在
で
い
る
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る

と
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
事
業
者

さ
ん
の
声
を
聞
き
続
け
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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令
和
３
年
６
月
��
日
㈮
、
７
月
１
日
㈭

の
２
日
間
で
��
事
業
者
��
商
品
に
つ
い

て
、
一
般
消
費
者
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
、
グ

「
食
べ
や
す
さ
」
「
風
味
・
香
り
」
「
デ
ザ

イ
ン
」
「
使
い
や
す
さ
」
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」

の
７
項
目
を
調
査
項
目
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
、
申
込
の
あ
っ
た
商
品
は
、
ご
当

地
の
牡
蠣
を
用
い
た
佃
煮
、
廃
棄
部
分
の

活
用
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
せ
ん
べ
い
、
商

工
会
女
性
部
で
開
発
し
た
調
味
塩
、
地
元

の
に
ん
に
く
を
用
い
た
健
康
ジ
ャ
ム
等

で
、
参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
消
費

者
視
点
で
の
価
格
帯
と
内
容
量
の
バ
ラ
ン

ス
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ど
の

よ
う
な
シ
ー
ン
で
用
い
る
か
、
お
土
産
と

し
て
購
入
す
る
か
等
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と

に
し
た
厳
し
い
意
見
、
ま
た
、「
こ
の
よ

う
に
し
た
ら
買
い
た
い
」
「
こ
う
し
た
ら

売
れ
る
」
等
の
リ
ア
ル
な
意
見
も
聴
取
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
今
後
の
商
品
改
良
並

び
に
商
工
会
の
伴
走
支
援
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
報
告
書
に
ま
と
め
、
参
加

事
業
者
及
び
加
入
商
工
会
等
へ
送
付
し
ま

し
た
。

本
事
業
を
活
用
い
た
だ
い
た
事
業
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
９
割
が

「
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
「
参
考
に

な
っ
た
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
参
考
と
な
っ
た
点
は
、「
モ
ニ
タ
ー

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
」
「
専
門
家

の
コ
メ
ン
ト
」
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
本
事
業
を
終
え
、
何
か
商
品
の
改
良

を
考
え
て
い
る
か
と
の
質
問
に
は
、

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」
が
多
か
っ
た
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
も
と
に

改
良
を
検
討
す
る
事
業
者
に
向
け
、「
特

産
品
等
開
発
支
援
」
事
業
へ
の
案
内
を
行

い
ま
し
た
。
改
良
に
係
る
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
事
業
で
、
３
事
業
者
の
申
込
が

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
実
施

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
実
施

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
実
施
県連

令
和
３
年
度

専門家の商品説明のもと、テストマーケティング実施風景

の
売
上
が
順
調
に
伸
び
て
い
た
中
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
当
社
で
す
が
、
後
継
者

で
あ
る
専
務
の
前
向
き
で
積
極
的
な
営
業

戦
略
に
よ
り
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
ま
す
。

商
工
会
で
は
補
助
金
等
各
支
援
策
に
つ

い
て
迅
速
に
情
報
提
供
を
行
い
、
専
門
家

と
連
携
し
て
事
業
計
画
作
成
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
度
の
事
業
再
構
築
補
助
金

申
請
に
お
い
て
も
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
当
社
の
経
営
戦
略
が
明
確

で
あ
り
、
事
業
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
で
あ
る

た
め
、
一
正
専
務
が
作
成
し
た
事
業
計
画

書
の
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
す
の
に
苦
労
す
る

ほ
ど
で
し
た
。

引
続
き
伴
走
型
支
援
を
行
い
今
後
は
事

業
承
継
に
つ
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
限
会
社

マ
ル
イ
チ
商
店

代
表
取
締
役
／
柏
迫

孝
治

所

在

地
／
東
広
島
市
安
芸
津
町
三
津

４
０
６
９
―

5

業　
　
　

種
／
食
料
品
製
造
業
（
牡
蠣
惣
菜

製
造
）

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
特
産
品
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
に
対
し
、
商
品
開
発
・

商
品
改
良
に
伴
う
分
析
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
、
ま
た
そ
の
後
の
販
路
開
拓
に
繋

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、

今
年
度
は
募
集
対
象
商
品
を
食
品
限
定
と

し
て
事
業
者
に
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
本

事
業
は
、
サ
ン
プ
ル
商
品
提
供
事
業
者
と

モ
ニ
タ
ー
の
対
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
な
い

こ
と
か
ら
、
本
来
の
適
正
な
商
品
評
価
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
強
み
で
す
。

広
島
市
在
住
の
��
歳
代
か
ら
��
歳
代
の

一
般
消
費
者
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
専

門
家
を
含
め
、
延
べ
��
名
の
方
に
、
事
業

者
よ
り
事
前
に
送
付
い
た
だ
い
た
サ
ン
プ

ル
商
品
並
び
に
提
供
い
た
だ
い
た
商
品
情

報
、
専
門
家
の
商
品
説
明
を
交
え
な
が
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、「
お
い
し
さ
」
「
食
感
・
舌
触
り
」
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　国産小麦をはじめ国産原材料で
ケーキ生地を作り、レモン産地の故
郷、広島県とびしま海道でとれたレ
モン果皮をふんだんに練りこんで生
地を焼き上げ、オリジナルのレモン
ジャムをしのばせた本格的なレモン
ケーキです。ひろしま夢ぷらざで実
施している「ひろしま新商品チャレ
ンジスペース事業」（テスト販売）

でお客様からの高い評価を受けて、
販売が実現しました。
　この他にオリジナルリキュールを
たっぷり染みこませた大人のレモン
ケーキや、新たに「あんずレモンケー
キ」「いちじくレモンケーキ」「チー
ズレモンケーキ」の商品ラインナッ
プを充実させ、11月上旬販売予定
です。

株式会社クレセント　レモンケーキ　248円（税込）夢ぷらざ 推しの逸品！

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
支
援
を
展
開
中
で
す
。

事
業
者
か
ら
は
「
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

た
こ
と
で
、
自
社
の
Ｐ
Ｒ
と
、
既
存
の
取

引
先
か
ら
商
品
の
問
い
合
わ
せ
を
頂
い

た
」
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
企
業
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
「
自
社
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発
信
を
模
索
し
て
い

る
が
、
参
考
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
テ
ス
ト
販
売
期
間
の
実
績
に

基
づ
き
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
定
番
商

品
と
し
て
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
効
果
的
な
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で

す
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
全
国
商

工
会
連
合
会
の
『
共
同
・
協
業
販
路
開
拓

支
援
補
助
金
』
採
択
を
受
け
、
県
内
の
食

品
製
造
業
者
等
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

の
機
能
を
活
用
し
、
県
内
事
業
者
の
販
路

開
拓
お
よ
び
売
れ
る
商
品
開
発
支
援
を
通

じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
、
そ
し

て
広
島
県
の
「
地
域
産
品
」
を
販
売
す
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
運
営
基
盤

強
化
を
図
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
申
込
事
業
者
は
事

業
期
間
内
に
向
け
て
商
品
改
良
の
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
本
事
業
に
申
込
さ
れ
た
事
業
者

に
は
優
先
的
に
、
当
連
合
会
が
実
施
す
る

「
商
談
会
」
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
本

事
業
を
含
め
た
、
一
連
の
販
路
開
拓
継
続

支
援
を
行
い
、
新
規
の
需
要
開
拓
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

モニターから定評を受けた商品

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

「
ひ
ろ
し
ま
新
商
品
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ペ
ー
ス
事
業
」の
取
組

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

「
ひ
ろ
し
ま
新
商
品
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ペ
ー
ス
事
業
」の
取
組

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

「
ひ
ろ
し
ま
新
商
品
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ペ
ー
ス
事
業
」の
取
組

県連

チャレンジスペース

こ
の
支
援
事
業
で
は
、

（
１
）
「
ひ
ろ
し
ま
新
商
品
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ペ
ー
ス
」
と
題
し
て
、
ひ
ろ
し
ま
夢

ぷ
ら
ざ
に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
全
��

の
開
催
テ
ー
マ
で
各
２
週
間
の
試
験
販
売

を
実
施
し
、
専
門
家
に
よ
る
商
品
評
価
を

行
う
（
２
）
「
ひ
ろ
し
ま
新
商
品
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
」
に
関
連
し
た
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
支
援
と
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
、

店
頭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
う

（
３
）
日
々
の
売
上
実
績
を
出
展
者
に
対

し
て
自
動
メ
ー
ル
配
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
、
と
い
う
３
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
参
画
事
業
者
の
商
品
企
画
力
・
開

発
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
出
来
る

売
場
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、

事
業
者
も
一
体
と
な
っ
て
マ
ス
コ
ミ
へ
の

Ｐ
Ｒ
戦
略
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。８

月
��
日
の
ス
ペ
ー
ス
開
設
以
来
、
��

月
ま
で
の
２
か
月
間
で
、
５
つ
の
開
催

テ
ー
マ
に
��
事
業
者
が
参
画
。
ま
た
テ
レ

ビ
各
社
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
を
あ
わ
せ
て
��

本
以
上
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
確

か
な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
５
種
類
の
動
画
配
信

な
ど
の
具
体
的
な
支
援
が
形
と
し
て
現
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
��
月
６
日
か
ら
��
月
��

日
ま
で
は
「
ヘ
ル
シ
ー
特
集
」
と
題

し
、
健
康
を
テ
ー
マ
と
す
る
食
材
を

集
め
た
テ
ス
ト
販
売
を
広
島
市
の
出

版
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
。
お

客
様
か
ら
人
気
の
あ
っ
た
商
品
が
��

月
に
発
刊
さ
れ
る
情
報
誌
で
紹
介
さ

れ
る
予
定
で
す
。
テ
ス
ト
販
売
だ
け

で
な
く
、
商
品
の
需
要
開
拓
な
ど
、

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
な
ら
で
は
の
創

各テーマの開催スケジュール
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広島県内34商工会　新型コロナウイルスに係る経営相談状況（2021年10月15日）

新型コロナウイルス感染症対策における広島県内商工会の経営支援状況

　　全体　56,947件

Γ相談܁ۚࢿ
�
���
�����

ίϩφରࣄࡦ業
（ࠃ）
�3
���
23���

੡଄業
�4�2ˋ

ͦͷଞ
�2��ˋ

ઃ業ݐ
���ˋ

Էച業
���ˋ

ཧඒ容業
3�3ˋ

αʔϏε業
����ˋ

՟෺ӡ༌業
���ˋ

ཱྀ٬ӡ༌業
���ˋ 業ָޘ

���ˋ

খച業
����ˋ

ҿ৯業
2���ˋ

॓ധ業
2��ˋ

ઃඋ౤ࢿɾ
ൢ࿏։୓ࢧԉ

�
�4�
�����

ԉࢧ࿈ؔ༺ޏ
2
�3�
4���

ͦͷଞ
�
4��
�3�2�

ίϩφରࣄࡦ業
（ொࢢ）

�
���
�4�3ˋ

ίϩφରࣄࡦ業
（ݝ）
�
���
����ˋ

56,947
件

56,076
件

※業種別については、データの一部に業種が登録されて
　いないものもあるため、全体件数とは一致しない。

※2021年７月より、コロナ対策事業については、
　国、県、市町ごとに相談区分を集約

相談件数

相談内容（内訳） 業種別相談受付状況
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〇
八
二
）二
四
七
七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

令
和
２
年
度
商
工
会
女
性
部
員
増
強
運

動
の
加
入
促
進
強
化
期
間
に
て
、
高
陽
町

商
工
会
女
性
部
に
新
た
に
��
名
の
部
員
が

加
入
し
、
全
国
１
位
の
実
績
に
輝
き
ま
し

た
。全

国
的
に
部
員
数
減
少
の
傾
向
が
続

き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
部
活
動
に
も
制
限

が
か
か
る
中
で
、
高
陽
町
商
工
会
女
性
部

で
は
、
女
性
部
員
と
職
員
が
協
力
し
、
活

動
の
楽
し
さ
が
伝
わ
り
女
性
部
に
入
り
た

く
な
る
よ
う
な
資
料
作
り
や
組
織
的
で
計

画
的
な
加
入
促
進
運
動
を
行
い
、
多
く
の

新
規
部
員
の
加
入
に
繋
げ
ま
し
た
。

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
は
、
来
年
２
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
令
和
３
年
度
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
に
て
表
彰
さ
れ
る
予
定

で
す
。

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
が

部
員
増
強
運
動
の
加
入
促
進

強
化
期
間
に
お
け
る
部
員

増
加
数
で
全
国
１
位
を
獲
得

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
が

部
員
増
強
運
動
の
加
入
促
進

強
化
期
間
に
お
け
る
部
員

増
加
数
で
全
国
１
位
を
獲
得

令
和
３
年
８
月
��
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
射
撃
（
��
ｍ
混
合
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
伏

射
・
��
ｍ
混
合
ラ
イ
フ
ル
伏
射
）
２
種

目
に
、
上
下
町
商
工
会
の
理
事
で
、
渡

辺
石
灰
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
渡
邊

裕
介
さ
ん
（
��
歳
）
が
初
出
場
さ
れ
ま

し
た
。

渡
邊
さ
ん
は
、
平
成
��
年
５
月
、
機

械
に
巻
き
込
ま
れ
右
腕
を

失
っ
て
入
院
し
て
い
た
際
、

ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

特
集
を
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
競
技
を
開

始
。周
囲
か
ら
の
後
押
し
や
、

大
学
時
代
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

射
撃
を
や
っ
て
み
よ
う
と
決

心
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

世
界
的
に
も
ご
く
少
数
と

さ
れ
る
義
手
を
装
着
し
て
ラ

イ
フ
ル
を
扱
う
渡
邊
さ
ん
の

目
標
は
「
こ
れ
か
ら
も
射
撃

を
通
し
て
夢
を
語
っ
て
い
き

た
い
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

射
撃
部
門
の
出
場
最
高
年
齢

（
��
歳
代
前
半
）
を
塗
り
替

え
ら
れ
る
よ
う
、
生
涯
射
撃

を
続
け
て
楽
し
ん
で
い
く
こ

と
」
だ
そ
う
で
す
。

渡
邊
さ
ん
は
、
��
メ
ー
ト

ル
先
の
標
的
を
狙
う
混
合
エ

ア
ラ
イ
フ
ル
伏
射
と
、
��

メ
ー
ト
ル
先
の
標
的
を
狙
う
混
合
ラ
イ

フ
ル
伏
射
の
２
種
目
で
、
い
ず
れ
も
自

分
の
腕
で
銃
を
保
持
し
て
撃
つ
「
Ｓ
Ｈ

１
」
の
ク
ラ
ス
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
惜
し
く
も

決
勝
進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
す
で
に
３
年
後
の
パ
リ
大
会
へ
意

欲
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
！

上
下
町
商
工
会

渡
邊
裕
介
理
事

初のパラリンピックで２種目に出場された渡邊理事
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2

Ｄ
Ｘ
の
課
題
と
は

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
上
で
は
、
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
費
用
が
課
題
で
あ
る
と
い
う

声
を
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。
確
か
に
以
前

は
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
に
、
自
社

で
専
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
端
末
、
サ
ー

バ
を
購
入
す
る
な
ど
の
初
期
投
資
が
必
要

で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
月
単
位

で
利
用
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
が
数

多
く
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
顧

客
管
理
や
在
庫
管
理
の
よ
う
に
特
定
の
業

務
に
特
化
し
た
も
の
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
文
字
認
識
）
の
よ
う
に
幅
広
く

使
え
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
選
択
肢
が
増

え
て
い
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
で
も
、
多

額
の
費
用
を
か
け
ず
に
気
軽
に
試
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
流

れ
は
加
速
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
「
自
分
は
デ
ジ
タ
ル
が
苦

手
じ
ゃ
か
ら
今
の
ま
ま
で
い
い
」
と
言
っ

て
い
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
周
り
の
企
業

が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
相
対
的
に

競
争
力
が
低
下
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

資
金
も
重
要
で
す
が
、
本
県
で
は
、
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
の
醸
成
が
最

優
先
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

3

じ
ゃ
あ
何
か
ら
す
れ
ば
よ
い
の
か

Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
は
理
解
で
き
た
け
れ
ど

も
、
具
体
的
に
何
か
ら
す
れ
ば
い
い
の
？

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
最
も
難

し
い
問
い
で
す
。
こ
れ
が
分
か
れ
ば
、
日

本
中
既
に
Ｄ
Ｘ
で
き
て
い
る
は
ず
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
言
葉
を

お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

新
聞
や
ビ
ジ
ネ
ス
誌
で
目
に
す
る
機
会
が

多
い
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
す
が
、
企
業

の
方
か
ら
は
「
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
」、「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
い
う
声

も
お
聞
き
し
ま
す
。
実
際
、
広
島
県
が
今

年
２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

お
い
て
も
、
Ｄ
Ｘ
を
知
っ
て
い
る
と
回
答

し
た
方
は
��
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、企
業
の
規
模
別
で
見
る
と
、

小
規
模
事
業
者
は
��
％
と
、
よ
り
関
心
が

低
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
Ｄ
Ｘ
と
は
大
企
業
や
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
だ
け
が
取
り
組
め
ば
よ
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。
疑
問
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

１

Ｄ
Ｘ
と
は
何
か

Ｄ
Ｘ
は
、
２
０
０
４
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ウ
メ
オ
大
学
の
ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン
教

授
が
提
唱
し
た
概
念
で
、「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透

が
、
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り

良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と
は

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と
は

広
島
県

で
す
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
の
定
義
で
は

「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化

に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基

に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
業
務
そ
の
も

の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、
企
業
文
化
・

風
土
を
変
革
し
、
競
争
上
の
優

位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
組
織
が
様
々
な
定

義
や
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
広
島
県
で
は
次
の
図
で
示

す
３
段
階
全
て
を
Ｄ
Ｘ
と
し
て

い
ま
す
。（
図
１
）

第
３
段
階
の
み
を
Ｄ
Ｘ
と
定

義
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す

が
、
第
３
段
階
を
実
現
す
る
に

は
大
量
の
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
取
組
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
大
量
の
デ
ー
タ
と

Ａ
Ｉ
が
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
小

規
模
事
業
者
に
は
関
係
な
い
の

で
は
？
」
と
思
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
図
の
第
１
段
階
や

第
２
段
階
を
行
う
こ
と
で
、
例

え
ば
、
顧
客
や
製
品
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
様
々
な
グ
ラ
フ
に
表
し
て

み
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
気
づ

け
な
か
っ
た
顧
客
の
特
徴
や
製

造
工
程
の
問
題
点
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
顧
客
満

足
度
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が

れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
で
新
た
な
価
値
を
生
み

出
し
た
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
本
県
で
は

こ
れ
ら
を
含
め
て
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

図１　広島県が考える「DX（デジタルトランスフォーメーション）の３つの段階」
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３
時
間
で
Ｄ
Ｘ
の
基
礎
を
一
通
り
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
内
容
で
す
。
広
島
県
内
に

お
勤
め
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
可

能
で
す
。
社
員
全
員
が
受
講
し
て
い
た
だ

い
く
こ
と
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
み
ん
な
の
Ｄ
Ｘ
研
修
」

の
申
し
込
み
や
詳
細
は

こ
ち
ら

と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
業
種
で

共
通
し
て
、
本
県
が
考
え
る
ア
ド
バ
イ
ス

が
１
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
目
的
や
課

題
の
明
確
化
」
で
す
。
何
の
た
め
に
、
誰

の
た
め
に
、
何
を
ど
う
し
た
い
の
か
、
を

整
理
す
る
こ
と
で
す
。（
図
２
）

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
「
と
り
あ
え
ず
Ａ
Ｉ

を
使
っ
て
何
か
し
た
い
」、「
と
に
か
く
デ

ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
だ

け
で
取
り
組
む
と
、「
や
っ
た
け
ど
意
味

が
あ
っ
た
の
？
」、「
無
駄
な
コ
ス
ト
と
手

間
が
か
か
っ
た
！
」
と
い
う
徒
労
感
だ
け

が
残
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
目
的
や
課
題
を
明
確
化
と

い
う
の
は
、
言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
す

が
、
実
行
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
も
う

一
段
階
簡
単
な
や
り
方
と
し
て
、

「
ま
ず
社
員
が
業
務
で
困
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
よ
う
。
そ
れ
ら
を

解
決
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
探
そ
う
。」

と
呼
び
か
け
て
、
み
ん
な
で
議
論

す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
な

ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
で
気
軽
に
Ｄ
Ｘ
の

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
で
顧
客
満
足
度
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削

減
が
実
現
し
、
み
ん
な
が
「
よ
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
た
ら
、
次
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

自
然
と
始
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
ま
で
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説

し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
知
り
た
い
、
社
員

全
員
に
学
ば
せ
た
い
と
思
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
本
県
で
は
、
無

料
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
）図３　広島県主催「みんなのDX 研修」

～県内で働く方全員が無料で受講できる研修です。～

【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】

広
島
県
総
務
局
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム

℡
：
０
８
２
（
５
１
３
）
２
４
７
１

図２　広島県が考える「事業にデジタル技術を活用する主な流れ」
～最初にするべきは「目的」や「課題」を明確にすること～
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広
島
県
は
、
令
和
３
年
５
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
、
働
き
が
い
向
上
の
意
義
や
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
を
目
的
に

全
４
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
回
の
基
調
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え

し
ま
す
。

【
第
１
回
】
働
き
方
改
革
に
お
け
る
﹁
働

き
が
い
﹂
の
役
割
と
重
要
性

　
　
　

県
立
広
島
大
学
大
学
院
教
授

木
谷　
　

宏
氏

●
働
き
方
改
革
の
方
向
性

働
き
方
改
革
は
「
働
き
や
す
さ
」
と

「
働
き
が
い
」
の
両
輪
で
構
成
さ
れ
、
全

従
業
員
が
活
躍
す
る
組
織
を
つ
く
る
こ
と

で
経
営
メ
リ
ッ
ト
が
発
現
す
る
。

●
組
織
か
ら
の
働
き
か
け

従
業
員
の
働
き
が
い
向
上
に
は
、「
制

度
づ
く
り
（
ハ
ー
ド
）」、「
効
果
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ソ
フ
ト
）」、「
企
業
文
化

の
醸
成
（
ハ
ー
ト
）」
の
３
つ
の
面
か
ら

働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
今
、経
営
者
が
注
目
す
る

「
働
き
が
い
」向
上
の
取
組
と
は
】

働
き
方
改
革
企
業
経
営
者
勉
強
会

全
４
回

基
調
講
演
レ
ポ
ー
ト

【
第
2
回
】
『
働
き
が
い
』
向
上
が
従
業

員
を
戦
力
化
す
る
~
カ
ギ
は
キ
ャ
リ
ア
形

成
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
~

　
　
　

学
習
院
大
学
教
授守

島

基
博
氏

●
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
働
き
が

い従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
従

業
員
が
組
織
や
仕
事
に
対
し
て
ど
れ
だ
け

貢
献
し
た
い
か
を
表
す
概
念
を
指
す
。
働

き
が
い
と
は
、
自
分
の
仕
事
を
や
る
意
味

や
意
義
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
働
き
が

い
か
ら
発
生
す
る
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
は
持
続
的
か
つ
力
強
い
。
ま
た
、
働

き
や
す
さ
は
未
来
へ
の
安
心
・
安
全
に
繋

が
っ
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
従
業
員

と
そ
の
家
族
の
未
来
の
変
化
に
対
し
て
、

安
心
・
安
全
が
な
い
職
場
で
は
、
働
き
が

い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
働
き
や
す
さ
は
基

盤
・
基
礎
に
あ
た
る
。
働
き
方
改
革
に
お

い
て
、
働
き
や
す
さ
と
同
時
に
働
き
が
い

を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
の
重
要
性

従
業
員
に
『
あ
な
た
は
ど
う
い
う
風
に

生
き
た
い
の
か
、
ど
う
い
っ
た
仕
事
を
し

た
い
の
か
』
を
個
人
で
考
え
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
に
あ

た
る
。
キ
ャ
リ
ア
と
は
働
き
が
い
の
源
泉

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
キ
ャ
リ
ア
が

将
来
へ
向
け
て
見
通
せ
る
と
き
に
働
き
が

い
を
感
じ
る
。

【
第
3
回
】
『
働
き
が
い
』
向
上
が
幸
せ

な
従
業
員
を
つ
く
る

幸
せ
な
従
業
員
が

企
業
を
成
長
さ
せ
る

　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授

前
野

隆
司
氏

●
幸
福
感
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
性

働
き
が
い
を
感
じ
て
幸
せ
な
人
は
、
生

産
性
が
１
・
３
倍
高
い
。
ま
た
、
創
造
性

は
３
倍
高
い
。
離
職
率
や
欠
勤
率
も
低
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

●
幸
せ
の
４
つ
の
因
子

『
や
っ
て
み
よ
う
因
子
』⋮
自
己
実
現
を
目

指
し
成
長
し
よ
う
と
主
体
的
に
働
く
。

『
あ
り
が
と
う
因
子
』⋮
つ
な
が
り
と
感
謝

か
ら
生
ま
れ
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
働
く
。

『
何
と
か
な
る
因
子
』⋮
前
向
き
さ
と
楽
観

を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
働

く
。

『
あ
り
の
ま
ま
因
子
』⋮
人
と
自
分
を
比
べ

ず
、
自
分
ら
し
さ
を
持
っ
て
働
く
。

こ
れ
ら
の
幸
せ
の
４
つ
の
因
子
は
、
身

体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な
幸
せ
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
非
地
位
財
）に
あ
た
り
、

お
金
や
モ
ノ
で
得
ら
れ
る
物
質
的
な
幸
せ

（
地
位
財
）
に
比
べ
て
幸
せ
が
長
続
き
す

る
特
徴
が
あ
る
。
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【
第
4
回
】
従
業
員
の
『
働
き
が
い
』
向

上
が
成
果
を
生
む
組
織
を
つ
く
る

　
　
　

明
治
大
学
大
学
院
教
授

野
田　
　

稔
氏

●
成
果
の
出
し
方
改
革
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

働
き
方
改
革
に
『
成
果
の
出
し
方
改

革
』
と
い
う
新
し
い
方
法
論
を
導
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
性
向
上
を
図
る

た
め
に
イ
ン
プ
ッ
ト
を
削
減
す
る
に
は
限

界
が
あ
る
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
そ
の
も
の
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
に
働
き
方
改
革
の
焦

点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
高
品
質
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

新
し
い
付
加
価
値
、
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
造
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
れ
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お

客
様
の
お
困
り
ご
と
を
何
と
か
し
た
い
と

思
う
現
場
の
気
持
ち
が
生
み
出
す
。
そ
し

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
お
客
様
の
「
あ
り

が
と
う
」
と
な
り
、
従
業
員
の
働
き
が
い

向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

全
４
回
の
詳
細
レ

ポ
ー
ト
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
こ
ち
ら
ま

で
。

【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】

広
島
県

働
き
方
改
革
推
進
・
働
く
女
性
応
援
課

℡
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０
８
２
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５
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３
）
３
３
４
０
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